
就実大学大学院・就実大学・就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

学科名：幼児教育学科、生活実践科学科 平成29年3月31日

平成２８年度計画 平成２８年度実行内容

（左欄の具体的な取組・実行内容に
基づいて計画する。さらに、新たな
取り組み等について計画実行する）

（平成２７年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間および年度末に計画の
達成状況を評価する。

理念・目的を適切に設定し、そ
の適切性について、定期的に検
証する。

理念・目的等の再検討
理念・目的等について年に一度教授
会、学科会議で再検討する。

学科会議で検討した。 ○ ○

理念・目的を大学構成員（教職
員および学生）に周知し、社会
に公表する。

構成員、学外への公表

理念・目的は、引き続き学内に向け
ては学科ガイダンスなどで、学外に
向けてはオープンキャンパス、大学
案内、ウェブページなどで周知をは
かる。

学科ガイダンス、オープンキャン
パス、大学案内などで周知をは
かっている。

○ ○

教員に求める能力・資質、教員
構成、教員の組織的な連携体制
と教育研究に係る責任の所在を
明確にする。

教員編制

就実短期大学、各学科の求める教員
像及び教員組織の編制方針を整備
し、かつガバナンス系統図に則った
連携・責任体制をしく。

就実短期大学、各学科の求める教
員像及び教員組織の編制方針を整
備した。

○ ○

教育課程・編制方針に沿った教
員組織を整備し、授業科目と担
当教員の資格・適合性を明確に
して、適正に配置する。

教員配置の確認

就実短期大学、各学科の求める教員
像及び教員組織の編制方針を整備
し、年一回教員配置を学科会議等で
確認する。

学科会議で検討した。 ○ ○

教員の募集・採用・昇格等に関
する規定および手続きを明確に
して、適正な教員人事を行う。

適正な教員人事
本年度の募集・採用・昇格を規程に
従って行う。

本年度の募集・採用・昇格を規程
に従って行った。

○ ○

教員の資質の向上を図るため
に、教育研究活動等の評価を実
施する。

教育研究活動の評価
今年度の評価基準に基づいて教員評
価を実施する。

今年度の評価基準に基づいて教員
評価を実施したが、達成度評価に
ついては資料未回収であったため
保留とする。次年度は様式・時期
を変更して、適正に行いたい。

△ △

FDおよびSDを実施して、その有
効性を定期的に検証する。

FDおよびSD

幼児教育学科は年度末のFD活動の会
で総括を行う。生活実践科学科は、
授業参観終了後7月学科会議で総括
を行う。

それぞれの活動を行い、学科会議
で総括した。

○ ○

部局名（学部又は事務部）： 　短期大学

中　期　計　画
中期計画期間中の具体的な取

組・実行内容
学長
評価

担当者
評価

計画達成状況
　部局および学科における２８年度計画と実行計画

［理念・目的］
建学の精神、教育の理念に基づ
き、人材育成の目的、その他の教
育研究上の目的を適切に設定し、
公表する。

［教員・教員組織］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、求める教員像や教員組
織の編制方針を明確にし、それに
基づく教員組織を整備する。



教育目標に基づく学位授与方針
（ディプロマポリシー）を設定
し、修得すべき学習成果を明示
する。

学位授与方針の策定
短期大学全体の学位授与方針決定
後、学科のものを策定する。

短期大学全体、各学科のものを策
定した。

○ ◎

教育目標・学位授与方針に基づ
く教育課程の編成・実施方針
（カリキュラムポリシー）を設
定し、科目区分、必修・選択の
別、単位数等を明示する。

教育課程の編成・実施方針の策定
短期大学全体の教育課程の編成・実
施方針決定後、学科のものを策定す
る。

短期大学全体、各学科のものを策
定した。

○ ◎

教育目標、学位授与方針および
教育課程の編成・実施方針を大
学構成員（教職員および学生）
に周知し、社会に公表する。

教育目標、学位授与方針および教育
課程の編成・実施方針方針の公開

教育目標、学位授与方針および教育
課程の編成・実施方針方針を策定後
ネットなどで公開する。

本年度中に公開する。 ○ ○

教育目標、学位授与方針および
教育課程の編成・実施方針の適
切性について、定期的に検証す
る。

教育目標、学位授与方針および教育
課程の編成・実施方針の検証

教育目標、学位授与方針および教育
課程の編成・実施方針について次年
度以降検証を行う。

次年度以降検討する。 未 ×

教育課程の編成・実施方針に基
づき、学部・学科に応じたカリ
キュラムマップやツリーを作成
して、必要な授業科目を適切に
設定し、接続性や順次性のある
教育課程を体系的に編成する。

カリキュラムマップやツリーの策定
学科の教育課程の編成・実施方針決
定後、カリキュラムマップやツリー
を策定する。

学科会議で検討したが、正式な方
針の決定が年度末になったため、
来年度継続して検討する。

△ △

初年次教育・高大連携に配慮し
た教育内容、専門分野の高度化
に対応した教育内容を提供す
る。

初年次教育、教養対話演習Ⅰ、Ⅱの
内容確認

幼児教育学科では「初年次教育」、
生活実践科学科では「教養対話演習
Ⅰ、Ⅱ」の内容について学科会議等
で話題にし、共通認識をはかる。

学科会議で検討した。 ○ △

教育目標の達成に向けた授業形
態、学生の主体的参加を促す授
業方法（アクティブラーニン
グ）など、学習指導を充実す
る。

各科目での取り組みの情報共有
各科目での取り組みを学科会議等で
話題にし、情報共有を行う。

学科会議で検討した。 ○ △

教育効果を上げるための多様な
手段の導入と情報ネットワーク
を利用した教育システムへ展開
し、キャンパス外教育を推進す
る。

WebClass、出席管理システム利用状
況の情報共有

WebClass、出席管理システムの利用
状況を学科会議等で話題にし、情報
共有を行う。

学科会議で検討した。 ○ △

シラバスを充実し、授業内容・
方法との整合性を取り、シラバ
スに基づく授業を行う。

シラバスと授業内容の整合性確認

各担当教員に授業報告書提出時にシ
ラバスとの整合性を点検するよう呼
びかけるとともに、課題がある場合
は学科会議等で情報提供を行う。

学科会議で検討した。 ○ △

［教育内容・方法・成果］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、教育目標を定め、それ
に基づき学位授与方針および教育
課程の編成・実施方針を明示し、
十分な教育上の成果を上げるため
の教育内容と方法を整備・充実さ
せ、学位授与を適切に行う。



厳格な成績評価を実施するシス
テムと制度を構築し、学生学修
力の向上と教育の質の改善を図
り、単位制度の趣旨に基づく単
位認定を適切に行う。

各科目での取り組みについての情報
共有

各科目での取り組みを学科会議等で
話題にし、情報共有を行う。

学科会議で検討した。 ○ △

授業評価アンケートや相互授業
参観などにより、教育成果につ
いて定期的な検証を行い、その
結果を授業の内容および方法の
改善に反映させる。

授業評価アンケート、授業参観等の
実施

授業評価アンケートを実施する。生
活実践科学の授業参観については本
年度は6月下旬から7月上旬。学科会
議での総括は7月を予定。幼児教育
学科では年間を通して実施し、総括
は年度末の2月を予定。

授業評価アンケート、授業参観、
ＦＤ活動などを行った。

○ ○

学習成果を測定するための評価
指標（ルーブリック評価など）
を適切に設定し、学位授与（卒
業・修了認定）を適切に行う。

各科目での取り組みについての情報
共有

各科目での取り組みを学科会議等で
話題にし、情報共有を行う。

学科会議で検討した。 ○ △

求める学生像、学生の受け入れ
方針（アドミッションポリ
シー）を明確化し、受験生に周
知する。

求める学生像、学生の受け入れ方針
の策定

短期大学全体の求める学生像、学生
の受け入れ方針決定後、学科のもの
を策定する。

短期大学全体、各学科のものを策
定した。

○ ◎

学生の受け入れ方針に基づき、
公正かつ適切に学生募集および
入学者選抜を行う。

適正な選抜の実施 定められた手順により選抜を行う。
定められた手順により選抜を行っ
た。

○ ◎

適切な定員を設定し、在籍学生
数を収容定員に基づき適正に管
理する。

定員、在籍者数の再確認
定員、在籍者数について学科会議等
で確認を行う。

学科会議で検討した。 ○ ○

学生募集および入学者選抜が、
学生の受け入れ方針に基づいて
公正かつ適切に実施されている
かを、定期的に検証する。

学生の受け入れ方針の検証
学生の受け入れ方針を策定し次年度
以降検証する。

学生の受け入れ方針を策定し次年
度以降検証する。

未 ×

学生に対する修学支援、生活支
援、進路支援に関する方針を明確
化にする。

各担任による学生の支援
学科レベルでは、各担任が学生個人
の支援を行う。

各担任が学生個人の支援を行っ
た。

○ ○

学生学修意欲喚起や学修時間の
確保に向けての学修e-ポートフォリ
オの導入で、学修支援を推進す
る。

e-ポートフォリオの導入
e-ポートフォリオ導入の際には各教
員に活用を呼びかける。

e-ポートフォリオ未導入。 未 ×

［学生支援］
学生が学修に専念し、安定した学
生生活を送ることができるよう、
修学支援、生活支援および進路支
援を適切に行う。

［学生の受け入れ］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、学生の受け入れ方針を
明示し、その方針に沿って適切な
入学者選抜制度により公正な受け
入れを行う。（留学生を含む）

［教育内容・方法・成果］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、教育目標を定め、それ
に基づき学位授与方針および教育
課程の編成・実施方針を明示し、
十分な教育上の成果を上げるため
の教育内容と方法を整備・充実さ
せ、学位授与を適切に行う。



留年者および休・退学者の状況を
把握し、低減に向けての部局での
方策を検討し、適切に対処する。

学生の状況把握と適正な対処

従来通り各担任が学生の相談に乗
り、必要に応じて学科長が加わり助
言を与え適切な対処を行う。結果に
ついては短期大学部長を通じて学長
に報告する。欠席調査、出席管理シ
ステムなども利用して欠席が多い学
生には注意を促す。

必要な手続きに従って対応した。 ○ ○

リメディアル教育や高大連携による
入試前教育に関する支援体制を
整備し、適切に実施する。

入学前セミナーの実施
一部の入試区分の生徒に対して生活
実践科学12月、2月、幼児教育学科2
月入学前セミナーを実施予定。

予定通り実施した。 ○ ○

障がいのある学生に対する修学支
援措置を適切に行う。

障がいのある学生への就学支援措置
当該学生が入学する際、関係部署と
連絡を取り適切な措置を講ずる。

今年度は該当する在籍者なし。 未 ×

奨学金等の経済的支援措置を適
切に行う。

経済的支援措置
各学科で経済的支援措置についての
アナウンスを行う。

学科会議で検討した。 ○ △

心身の健康保持・増進および安
全・衛生へ配慮する。

心身の健康保持・増進および安全・衛
生への配慮

各学科で注意を呼びかける。 学科会議で検討した。 ○ △

ハラスメント防止のための措置を適
切に行う。

ハラスメント防止のための措置 各学科で注意を呼びかける。 学科会議で検討した。 ○ △

キャリア支援に関する組織体制を
整備し、進路選択に関わる指導・
ガイダンスを実施する。

面接等各担任による学生支援
学科レベルでは、面接等各担任が学
生個人の支援を行う。

各担任が学生の支援を行った。 ○ ○

ティーチング・アシスタント（ＴＡ）・リ
サーチ・アシスタント（ＲＡ）・技術ス
タッフなど教育研究支援体制を整
備する。

TA、RAの利用
機会があればTA、RAなどの利用を検
討する。

学科会議で検討した。 ○ △

教員の研究費・研究室および研究
専念時間を確保する。

教員の研究費・研究室および研究専念
時間を確保

研究専念時間について、課題がある
場合学科会議などでとりあげ解決を
図る。

学科会議で検討した。 ○ △

教育研究の成果を基にした社会へ
のサービス活動、地域交流・国際
交流事業への積極的参加など、学
外組織との連携協力による教育研
究を推進する。

学外への教育研究成果の還元

生活実践科学科は就実公開講座を行
う。幼児教育学科では、潜在保育士
復職支援研修及び卒後リカレント教
育を行う。その他、外部からの依頼
を可能な限り受け入れ、講師派遣等
を行う。

生活実践科学科は就実公開講座を
行った。幼児教育学科では、潜在
保育士復職支援研修及び里帰り
トーク会を行った。その他、外部
からの依頼を可能な限り受け入
れ、講師派遣等を行った。

○ ◎

［社会連携・社会貢献］
グローバル化を推進すると共に、社
会との連携と協力に配慮し、教育研
究の成果を広く社会に還元する。

［学生支援］
学生が学修に専念し、安定した学
生生活を送ることができるよう、
修学支援、生活支援および進路支
援を適切に行う。

［教育研究等環境］
学生の学修ならびに教員による教
育研究活動を必要かつ十分に行え
るよう、学習環境や教育研究環境
を整備し、これを適切に管理運営
する。



グローバル化促進として、留学生
の積極的な受け入れ、さらに外国
人研究者活躍の場を広げ、本学の
構成員の国際的活動能力の向上
を図る。

グローバル化基本方針を策定と公開
就実大学・短期大学のグローバル化
基本方針を策定し、ホームページで
公開する。

就実大学・短期大学のグローバル
化基本方針を策定した。

○ ○

後援会や同窓会との緊密な連携を
図り、学生活動の活性化に向けた
協働、情報交換により、本学の価
値を高める。

同窓会との連携
特に同窓会との連携を深め、同窓会
を通じての情報発信・情報収集の可
能性を検討する。

同窓会長と話題として共有し、可
能な方向を検討中である。

△ ○

大学の諸活動について点検・評価
を行い、その結果を公表することで
社会に対する説明責任を果たす。

平成27年度第三者評価報告書の公開
平成27年度第三者評価報告書を公開
中。

平成27年度第三者評価報告書を公
開中。

○

内部質保証を掌る組織を整備し、
その方針と手続きを明確にして、
自己点検・評価を改革・改善に繋
げる内部質保証に関するシステム
を構築する。

平成27年度第三者評価で指摘された
事項への対応

平成27年度第三者評価で指摘された
事項の中から、早急に対応できる課
題を検討する。

大学・短期大学共通で、シラバス
の書き方を修正した。

○ ○

構成員のコンプライアンス（法令・
モラルの遵守）意識を徹底する。

コンプライアンス意識の周知
教授会等でコンプライアンス意識の
周知を図る。

後期始まりに合わせて教授会メン
バーに周知した。

○ ○

組織レベル・個人レベルでの自己
点検・評価活動を充実し、教育研
究活動のデータ・ベース化を推進
する。

点検・評価活動の充実
個人レベルの点検・評価活動の結
果、課題があれば学科会議等で話題
として取り上げる。

学科会議で検討中である。 △ △

内部質保証に関するシステムを整
備し、適切に機能させる。

点検・評価活動充実
個人レベルの保証システムから、学
科レベルの質保証のシステムを検討
する。

学科会議で検討中である。 △ △

教学ガバナンス体制の整備による
本学管理運営を強化し、組織的活
動の活性化を計る。

ガバナンス系統図に則った連携・責
任体制

ガバナンス系統図に則した連携・責
任体制をしく。

ガバナンス系統図に則した活動を
行った。

○ ○

学生の成長に繋がる教育改革を
推進し、教育力の飛躍的向上によ
る就実教育ブランドを確立する。

各科目での取り組みについての情報
共有及び現在の取り組みの継続

各科目での取り組みを学科会議等で
話題にして情報共有を行い、学科全
体が同じ方向を向くこととを目指
す。また、幼児教育学科では、就実
やんちゃキッズの実施、中・四国保
育学生研究大会への参加を継続し学
生の成長を促す。

学科会議で検討した。また、幼児
教育学科では就実やんちゃキッ
ズ、中・四国保育学生研究大会へ
の参加を継続して行った。

○ ○

大学生活・活動環境の整備と就学
支援の強化により、学生の満足度
を向上させる。

大学生活・活動環境の整備と就学支援
の強化

学科レベルでは、各担任が学生個人
の支援を行う。

各担任が学生個人の支援を行っ
た。

○ ○

【平成28年度大学・短大の主要事業計画と改革の重点事項】

［特色ある取り組み］
主体となる学生自身が大学生活で
成長を実感できるように、ビジョ
ンとミッションを明確にしてPDCA
サイクルを機能させ、学内外の変
化に目を向けた大学改革を着実に
実行する。

［内部質保証］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、教育の質を保証する制
度を整備し、定期的に点検・評価
を行い、大学の現況を公表する。

［社会連携・社会貢献］
グローバル化を推進すると共に、社
会との連携と協力に配慮し、教育研
究の成果を広く社会に還元する。



地域再生・イノベーション創出の核
となる教員研究力や社会貢献力を
飛躍的に向上させる。

学外への教育研究成果の還元

生活実践科学科は就実公開講座を行
う。その他、外部からの依頼を可能
な限り受け入れ、講師派遣等を行
う。

生活実践科学科は就実公開講座を
行った。その他、外部からの依頼
を可能な限り受け入れ、講師派遣
等を行った。

○ ○

［特色ある取り組み］
主体となる学生自身が大学生活で
成長を実感できるように、ビジョ
ンとミッションを明確にしてPDCA
サイクルを機能させ、学内外の変
化に目を向けた大学改革を着実に
実行する。


